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（令和５年度全国学力・学習状況調査結果）

全国の平均正答率を１００とした場合の伊丹市の平均正答率の推移２．平均正答率の経年変化

【小学校】 【中学校】

【中学校】

全国平均

令和５年度（202３年度）

伊丹市の学力の現状と対策
令 和 ５ 年 （ 2 0 2 ３ 年 ） ９ 月

伊丹市教育委員会

１．平均正答率

【小学校】

-１-

３．無解答率の経年変化 全国の無解答率を１００とした場合の伊丹市の無解答率の推移
（国語と算数・数学の合計） ＊数値が低いほど、無解答が少ない

＊Ｒ２年度は新型コロナウイルスの影響により中止

国 語 算 数 合 計

伊丹市 69 65 134

全 国 67.2 62.5 129.7

国 語 数 学 英語 合 計

伊丹市 72 56 48 176

全 国 69.8 51.0 45.6 166.4

全国平均

＊Ｒ２年度は新型コロナウイルスの影響により中止

（％） （％）

（％） （％）

（％）
（％）

（％）
（％）

H31に調査対象だった小学６年生が、R4の中学３
年生。（R2の小学６年生は、R5の中学３年生であ
るが、調査中止のため数値なし。）

H20    H30   H31     R3      R4      R5 H20    H30   H31     R3      R4      R5

【小学校】 【中学校】
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５．学習状況調査結果（主なもの）

-２-

質問事項

小学校 中学校

伊丹市 全国 伊丹市 全国

① 自分には、よいところがあると思いますか 82.8 83.5 80.5 80.0

② 朝食を毎日食べていますか 92.3 93.9 90.9 91.2

③ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 79.4 81.0 77.1 78.0

④ 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 64.5 70.7 50.2 55.0

⑤ 普段（月～金）、１日当たりどれぐらいの時間、勉強をしますか（１時間以上の割合） 59.2 57.1 65.1 65.8

⑥ 普段（月～金）、１日当たりどれぐらいの時間、読書をしますか（１時間以上の割合） 17.5 18.5 11.7 13.8

⑦ 国語の勉強は好きですか 61.5 61.5 56.3 61.4

⑧ 国語の授業の内容はよく分かりますか 85.0 85.7 77.2 80.0

⑨ 算数（数学）の勉強は好きですか 61.7 61.4 51.4 56.7

⑩ 算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか 80.1 81.2 70.6 73.3

⑪ 英語の勉強は好きですか 65.7 69.3 57.2 51.9

⑫ 英語の授業の内容はよく分かりますか 69.1 63.9

４．学力低位層の経年変化
全国の学力低位層（正答率２０％以下）の割合を１００とした
場合の伊丹市の学力低位層の推移
＊数値が低いほど、学力低位層が少ない

調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面です

＊Ｒ２年度は新型コロナウイルスの影響により調査中止

自己肯定感は、
これからの時代を生きるキーワード

全国平均

重
点

重
点

重
点

（％） （％）

重
点

H31に調査対象だった小学６年生が、R4の中学３
年生。（R2の小学６年生は、R5の中学３年生であ
るが、調査中止のため数値なし。）

重
点

（％）

H20    H30   H31     R3      R4      R5

【小学校】 【中学校】

H20    H30   H31     R3      R4      R5
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６．主体的・対話的な学びと平均正答率との相関

② 今までに受けた授業で、自分の考えを発表する機
会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組み立てなどを工夫して発表していましたか

（対話的な学び）

① 今までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか

（主体的な学び）

【小学校】

73.7 72.0 
68.4 65.4 65.0 

59.5 59.1 

49.6 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

国語 算数

あてはまる
どちらかといえば、あてはまる
どちらかといえば、あてはまらない
あてはまらない

【中学校】

74.1 72.7 
70.0 

66.2 65.0 
61.7 

65.6 

61.0 60.3 

47.0 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

国語 算数

していた どちらかといえば、していた

どちらかといえば、していなかった していなかった

機会はなかった

74.5(78.9)

78.8(78.2)

60.5(61.5)

63.7(65.4)

74.0(74.0)

79.2(79.2)

56.4(60.8)

62.1(63.3)

①（主体的な学び） ②（対話的な学び）

＊( )内はR4年度

＊( )内はR4年度

現 状 : ・ 平均正答率は上昇傾向にあるが、主体的・対話的に学んでいる児童生徒が
昨年度より減少している
・ 主体的・対話的に学んでいる児童生徒ほど平均正答率が高い

対 策 : ・ 子どもの興味や関心を大切にした授業改善を図る
・ 子ども自身が単元や授業において学習を見通したり、振り返ったりする場
を設定する

（平均正答率）

（平均正答率）

-３-

質問に対する回答別の児童の正答率を表している
例） 小学校②において、「していた」と回答した児童は23.3％であり、そ
の児童らの平均正答率は74.1％であった

（％） （％）

（％） （％）

（％）

（％）

（％）

（％）
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【中学校】

【小学校】

７．「教科の勉強が好き」と平均正答率との相関

① 国語の勉強は好きですか

現 状 : ・ 小学校国語の勉強が好きな児童は増えたが、中学校数学の勉強が好きな
生徒が減少している（中学校英語の勉強が好きな生徒は全国平均よりも多い）
・ 教科の勉強が好きな児童生徒ほど平均正答率が高い

対 策 : ・ 学習内容を身近な生活と結びつけるなど、教科の楽しさが伝わる授業を
実践する
・ 子どもが学びの主体となる「主体的・対話的で深い学び」を実践する

（平均正答率）

（平均正答率）

＊( )内はR4年度

② 算数（数学）の勉強は好きですか
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-５-

８．ＩＣＴの活用と平均正答率との相関

これまでに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか

現 状 : ・ ICT機器を日常的に使用している児童生徒が全国平均よりも多い
・ 小学校においては、使用頻度と平均正答率との相関が昨年度に比べ弱く
なっているが、平均正答率が上がっていることから使用場面の精査などが進
んでいると考えられる

対 策 : ・ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるためのＩＣＴ機器の
効果的な活用法を継続して研究し、実践の共有を進める

（平均正答率）
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９．家庭学習と平均正答率との相関

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

現 状 : ・ 家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒が全国平均よりも少ない
・ 家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒ほど平均正答率が高い

対 策 : ・ 学習習慣の確立や主体性の育成に向け、教師主導の家庭学習だけでなく、
子どもが自ら学習課題を設定し、取り組めるようにする
・ デジタル教材の活用を推進する
・ 土曜学習や体験等を通して、子どもの学びへの興味・関心を高める

（平均正答率）
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10．結果分析

令和５年度全国学力・学習状況調査問題 小学校国語（大問１二）

正答率 伊丹市 ２３．９％
全 国 ２６．７％

無解答率 伊丹市 ７.０％
全 国 ７.１％
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改
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策

国語

小学校国語において、唯一全国平均
を下回った問題

グラフから分かるように、学校の田んぼでは雑草が増え続けてい

たため、雑草に栄養をとられてしゅうかくが減ってしまうかもしれ

ないという問題がありました。そこで、雑草取りの回数と人数を増

やすことにしました。

(解答例)
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令和５年度全国学力・学習状況調査問題 中学校国語（大問１二） 国語
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-８-

正答率 伊丹市 66.2％
全 国 65.1％

無解答率 伊丹市 0.3％
全 国 0.2％

「２」と誤答した生徒
伊丹市 20.9％
全 国 22.2％

★記事の内容について、
「考え」を示した情報を捉え
ることに課題がある。

正答

改
善
策



令和５年度全国学力・学習状況調査問題 小学校算数（大問２（４））

高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係を基に面積の大小を判断し、具体的
な長さ（高さ）がわからなくても、面積は同じであることを言葉や数を使って記述する
力が問われている

具体的な長さ（高さ）がわからない三角形の面積の大小を判断する力に課題がある

・ 平行線に挟まれた平行四辺形や三角形の面積を比べるなど具体的な活動を通し
て、図形の性質を習得させる
・ 課題に対して判断した理由を、数学的な表現（平行線や三角形の性質等）を用いて的
確に説明できるようにする

改善策

-９-

課 題

算数

正 答 率 伊丹市 22.9％
全 国 20.8％

無解答率 伊丹市 ２.8％
全 国 4.0％

正答

出題傾向

(解答例)
20.7％の児童が、4を選択したわけとして「高さについ
て具体的な長さが示されていない」ことを書いている

三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求めることができます。 お と か の底辺

は、どちらも3.2㎝なので等しいです。 お と か の高さは、テープのはばがど

こも同じ長さなので等しいです。だから、 お と か の面積は等しいです。

伊丹市においては、
36.2％の児童が３を選択（正答）（全国 37.3％）

３1.8％の児童が４を選択（誤答）（全国 26.6％）
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データの分布傾向を読み取って判断し、その理由を数学的な表現（箱ひげ図
の箱の位置や四分位数等）を用いて的確に説明できるようにする

令和5年度全国学力学習状況調査問題 中学校数学（大問7（2） ）

複数の集団のデータの分布傾向を比較し
て捉え、判断の理由を数学的な表現を用
いて説明する力が問われている

正答率
伊丹市 36.8％
全 国 33.6％

無解答率

伊丹市 14.9％
全 国 22.8％

箱ひげ図の箱の位置や四分位数の違いから分か
る情報を根拠に、傾向を読み取り、説明すること
に課題がある

課 題

数学

出題傾向

1991年～2005年の箱ひげ図の箱よりも、2006年～

2020年の箱ひげ図の箱の方が右側にある。したがっ

て、 2006年～2020年の黄葉日は、 1991年～

2005年の黄葉日より遅くなっている傾向にある。

(解答例)

改善策



令和５年度全国学力・学習状況調査問題 中学校英語(大問７（２） ） 英語

日常的な話題について、短い文章の概要を捉える力が問われている

出題傾向

段落ごとの必要な情報を捉えて、文章全体の大まかな内容をつかむことに課題がある

短い説明やエッセイ、物語などを読んで、文章の概要や重要なポイントを捉える活動な
ど言語活動を積極的に取り入れる

課 題

正答率 伊丹市 34.2％
全 国 34.7％

無解答率 伊丹市 ０.6％
全 国 ０.7％

-１１-

正答

段落ごとに、重要なポイント
を押さえる必要がある

伊丹市においては、２８．８％
の生徒が２を選択（誤答）

改善策
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1１.今後の対策

１ 授業改善
① 教科の楽しさが伝わる体験や実感を伴う授業の充実

② 主体的・対話的で深い学びの実践 （研究活動の活性化・「新たな教師の学びの姿」の実現）

③ ICTの有効活用

④指導と評価の一体化
・ 育成すべき資質・能力をめざした指導と評価の充実

３ 保幼小中の接続
子どもの発達と学びの連続性を重視

・ 子どもをめぐる情報の伝え合い・共有 ・ 互いに力を発揮する子ども同士の交流

・ 教育・保育における相互理解 ・ 環境や学びのつながりの工夫

・ 育成すべき資質・能力を見通した教育課程の構築

２ 誰一人取り残さない取組
① 個別最適な学びの充実

・ ICTの活用による、習熟度に応じた指導や計画的な家庭学習の推進

・ 指導の個別化（補習学習等）と、学習の個性化の推進

② 教科担任制や習熟度別授業の充実

③ 客観的評価を活用したPDCAサイクルの確立

・ 国の調査に加え、学校独自の学力調査等の導入

・ 低学年から、学年ごとにつまずきを把握し、学校全体による組織的な学力の向上

①朝食をしっかりとる

②就寝時間を守る

③スマホ・ゲームの時間を決める

１ 基本的生活習慣の確立

2 主体的な学習習慣
の確立
① 計画的な自主学習を行う

②読書習慣を確立する

学 校

家 庭 地 域

確かな学力の育成

社会性や人間性の
育成
①あいさつができ、礼儀正しい子どもを育てる

②学習環境を整備する

・ 土曜学習を通して、学びへの興味・関心を高める

自己肯定感の育成
①現状を直視し、目標を持ち、常に考える
② 子どもの話をしっかり聞き、よいところを褒める

これまでの「伊丹市の学力の現状と対策」
については、こちらから↓


